
主な内容
●商工連だより

新任会長研修、商工会長研修会、理事（役員）会、知事を囲む懇談会

商工会と商工連との懇談会

「地方創生プランコンテスト」プレゼンテーション発表会、地方創生セミナー

九州ブロック商工会女性部交流研修会

ブロックだより

青年同友会通常総会、研修会

若い経営者の主張県大会、知事との懇談会

●お知らせ

課題別研修会

悩まずどんとこい労働相談

珠算検定

全国商工会会員福祉共済

小規模企業共済、経営セーフティ共済

●シリーズ「地域の逸品」

ライスアルバ株式会社「グルテンフリー米粉パンを可能にした米粉」

表紙写真：豊後大野市朝地町
県内屈指の紅葉の名所である用作公園で11月に開催される用作観光もみじ祭
り期間中、市商工会青年部の企画として「用作夜神楽水鏡」が開催されます。
水上の特設舞台で披露される夜神楽「水鏡」は、水面に映えるライトアップ
された紅葉と、神楽の幻想的な雰囲気が楽しめます。大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp
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森竹会長挨拶

広瀬知事卓話

髙濵商工労働部長による挨拶

懇談会風景（九州アルプス商工会）

懇談会風景（国東市商工会）

新
任
会
長
研
修
、
商
工
会
長
研
修
会
、

理
事（
役
員
）会
、
知
事
を
囲
む
懇
談
会
開
催

７
月
11
日
、
別
府
市
内
の
会
場
で
、
新
任
会
長
研

修
・
商
工
会
長
研
修
会
・
理
事
（
役
員
）
会
・
知
事
を

囲
む
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
任
会
長
研
修
で
は
、
今
年
度
、
新
た
に
会
長
に
就

任
さ
れ
た
方
に
対
し
、
商
工
会
の
事
業
や
会
長
の
職
務

に
つ
い
て
な
ど
を
、
事
務
局
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

商
工
会
長
研
修
会
の
前
半
で
は
、
大
分
労
働
局
局
長

　

小
笠
原
清
美
様
か
ら
「「
働
き
方
改
革
」
の
取
組
の

た
め
に
」
と
題
し
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
笠

原
局
長
は
、
働
き
方
改
革
の
内
容
や
重
要
性
に
つ
い

て
、「
労
働
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
雇
用
の
充

実
が
図
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
働
き
方
改
革
に
関
す
る

助
成
金
や
大
分
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を

活
用
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
代
社
会
の
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
女
性
活
躍
推
進
へ
の
取
組
み
や
妊
娠
・
出
産
・
育

児
休
業
等
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
も

事
例
を
交
え
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
プ
ッ

シ
ュ
型
事
業
承
継
支

援
高
度
化
事
業　

上

尾
承
継
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
「
事
業

承
継
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
上
尾

承
継
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

７
月
23
日
・
30
日
の
二
日
間
に

か
け
て
、
商
工
連
に
よ
る
商
工
会

巡
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

商
工
連
か
ら
は
、
森
竹
会
長
、

利
光
副
会
長
及
び
山
田
専
務
が
、

商
工
会
か
ら
は
商
工
会
長
及
び
職

員
の
方
々
が
出
席
し
、
活
発
な
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

本
巡
回
は
、
商
工
会
に
お
け
る

重
点
事
業
の
推
進
、
商
工
会
と
商

工
連
の
連
携
強
化
、
商
工
会
が
抱

え
る
課
題
解
決
等
を
目
的
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

主
に
新
任
会
長
の
商
工
会
を
中
心

に
５
商
工
会
（
九
州
ア
ル
プ
ス
商

工
会
、
野
津
町
商
工
会
、
西
国
東

商
工
会
、
国
東
市
商
工
会
、
日
出

タ
ー
は
、
黒
字
に
も
か
か
わ
ら
ず
後
継
者
が
い
な
い

こ
と
よ
り
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
企
業
の
事
例
や
日

本
の
企
業
の
３
社
に
１
社
が
廃
業
の
危
機
を
迎
え
る

２
０
２
５
年
問
題
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
プ
ッ
シ
ュ
型
事
業
承
継
支
援
高
度
化
事
業
と
し
て

の
支
援
策
や
事
業
承
継
診
断
等
に
つ
い
て
、
承
継
新
聞

や
チ
ラ
シ
を
使
い
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
で
は
、
商
工
連
各
課
事
業
に
つ
い
て
議
事
を

行
い
、
議
題
の
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

理
事
か
ら
要
望
や
質
問
も
あ
り
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

知
事
を
囲
む
懇
談
会
に
お
い
て
は
、
知
事
の
卓
話
と

し
て
大
分
県
を
取
り
巻
く
状
況
や
地
域
に
お
い
て
商
工

会
が
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
広
瀬
知
事
と
、
商
工
会
を
め
ぐ
る
状
況
や
小

規
模
事
業
者
の
支
援
な
ど
に
関
す
る
懇
談
が
行
わ
れ
、

県
と
商
工
会
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

町
商
工
会
）
を
巡
回
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
特
に
市
町
村
中
小
企

業
活
性
化
条
例
の
制
定
に
向
け

た
取
組
み
や
効
果
的
な
活
用
、
経

営
発
達
支
援
計
画
の
取
組
み
や

２
０
２
０
年
商
工
会
女
性
部
全
国

大
会
開
催
に
向
け
た
共
済
事
業
の

推
進
、
ま
た
組
織
基
盤
強
化
へ
の

取
組
み
等
に
つ
い
て
も
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

商
工
会
か
ら
は
、
事
業
の
取
組

状
況
や
商
工
連
へ
の
要
望
等
に
つ

い
て
も
多
く
の
意
見
を
伺
う
こ
と

が
で
き
、
今
後
の
事
業
運
営
に
向

け
、
大
変
有
意
義
な
懇
談
会
と
な

り
ま
し
た
。

商
工
連
会
長
が
商
工
会
を
巡
回

～
商
工
会
と
商
工
連
と
の
懇
談
会
～

➋
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地
方
創
生
プ
ラ
ン
発
表
会　

商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
４
団
体
が
優
秀
賞
受
賞
！

「
地
方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会

・
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

７
月
４
日
、
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

で
、「
地
方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会
・
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
県
内
の
各
商
工
会
、
商
工
会
議

所
、
１
２
０
人
を
超
え
る
青
年
部
・
女
性
部
が
集

ま
り
、
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
に
残
っ

た
11
団
体
の
発
表
と
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講

し
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会
で
は
、
１
次
、

２
次
審
査
を
通
過
し
た
11
団
体
の
代
表
者
が
、
各

地
域
の
特
色
あ
る
資
源
を
活
か
し
た
プ
ラ
ン
を
発

表
し
ま
し
た
。
各
団
体
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
発

表
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
受
賞
し
た
６
団
体
は
地
方
創
生
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
事
業
に
採
択
さ
れ
、
事
業
費
補
助
（
上

限
50
万
・
補
助
率
９
／
10
）
を
活
用
し
て
プ
ラ
ン

の
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

受
賞
し
た
商
工
会
の
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
由
布
市
商
工
会
女
性
部

　

「“
手
づ
く
り
麹
”
商
品
の
Ｐ
Ｒ
事
業

　
　

～
新
し
い
販
路
へ
の
扉
を
開
く
！
～
」

・
佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会
青
年
部

　

「�

未
利
用
魚
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開
発
に
よ

る
地
域
の
活
性
化
事
業
」

・
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
青
年
部

　

「�

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
動
画
付
直
入
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

マ
ッ
プ
で
観
光
客
や
直
入
を
知
ら
な
い
人
達

に
直
入
の
全
て
を
楽
し
ん
で
知
っ
て
も
ら
お

う
!!
」

・
野
津
原
町
商
工
会
女
性
部

　

「�

野
津
原
の
地
元
特
産
品
を
活
用
し
た
開
発
及

び
調
査
」

惜
し
く
も
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
に
採
択
さ

れ
な
か
っ
た
団
体
も
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業

（
補
助
額
10
万
・
補
助
率
10
／
10
）
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
事
業
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
と

も
に
平
成
31
年
１
月
末
ま
で
の
実
施
と
な
っ
て
い

ま
す
。

地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
人
だ
け
が
知

ら
な
い
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
観
光
地
～
大
分
が
世
界

に
訴
え
る
べ
き
観
光
資
源
、
価
値
、
魅
力
と
は
～

と
題
し
て
、
合
同
会
社
フ
ォ
ー
テ
ィ
Ｒ
＆
Ｃ　

代

表　

水
津
陽
子
氏
か
ら
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
分
県
観
光
実
態
調
査
報
告
書
や
地
域
経
済

分
析
シ
ス
テ
ム
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
、
訪
日
外
国
人
消
費

動
向
調
査
と
い
っ
た
各
種
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
衰

退
し
た
市
街
地
が
人
気
観
光
地
に
な
っ
た
実
例
な

ど
を
交
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
大
分
が
ど
の
よ
う

に
地
方
創
生
を
進
め
る
べ
き
か
貴
重
な
ヒ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
内
容
を
、
今
後
の
青
年
部
女
性
部

の
活
動
に
大
い
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

心のこもったプレゼンをする
発表者

受賞した６団体の代表者

水津　陽子 氏

商工連だより
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九
州
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会

７
月
18
日
～
19
日
、「
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
」
が
シ
ー
ガ
イ
ア
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
宮
崎
市
）
で
開
催
さ
れ
、
大
分
県
か
ら
92
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
張
発
表
九
州
大
会
で
は
、
九
州
各
県
の
代
表
８
人
が
発
表
し
、
大
分
県
は
、
小
野
恵
子
さ
ん

（
由
布
市
）
が
、
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
「
伝
統
の
味
を
次
世
代
へ
」
と
題
し

て
、
地
方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
で
取
り
組
ん
だ
女
性
部
活
動
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
、

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
由
布
市
商
工
会
女
性
部
が
３
曲
の
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
賑

わ
い
の
演
出
を
繰
り
広
げ
参
加
者
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

２
日
目
の
研
修
会
で
は
、
上
田
耕
市
氏
（
株
式
会
社　

虎
屋
）
が
『
先
手
必
笑
！
ラ
ッ
キ
ー
を

口
癖
に
』
と
題
し
講
演
さ
れ
、
終
始
笑
い
が
絶
え
な
い
内
容
で
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま

し
た
。

ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
顕
彰
で
は
、
全
国
大
会
で
表
彰
を
受
け
た
佐
伯
市
番
匠
商
工
会
女
性
部

が
「
直
川
支
部
の
支
部
活
動
と
く
わ
の
実
ジ
ャ
ム
作
り
」
＆
「
佐
伯
市
宇
目
の
特
産
品
ホ
オ
ズ
キ

を
活
用
し
た
商
品
開
発
」
に
つ
い
て
事
例
発
表
し
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

イ
ベ
ン
ト
の
呼
び
物
「
よ
も
ぎ
餅
」（
姫
島
村
商
工
会
）

「
あ
の
長
い
行
列
は
何
？
」「
何
時
か
ら
売
る
ん
？
早
う
売
っ
ち
ょ
く
れ
！
」「
楽
し
み
に
し

ち
ょ
っ
た
ん
で
！
」
５
月
27
日
の
「
姫
島
カ
レ
イ
祭
り
」
は
、
さ
な
が
ら
女
性
部
の
「
よ
も
ぎ
餅

祭
り
」
の
よ
う
な
賑
わ
い
で
し
た
。
よ
も
ぎ
摘
み
か
ら
パ
ッ
ク
詰
め

ま
で
全
て
手
作
り
で
す
。
愛
情
こ
も
っ
た
餅
は
３
０
０
パ
ッ
ク
（
５

個
入
り
）
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
人

気
の
良
さ
に
、
部
員
も
老
体
に
む
ち
打
っ
て
早
朝
か
ら
頑
張
り
ま
し

た
。
女
性
部
の
作
る
よ
も
ぎ
餅
は
、
も
ち
米
を
使
用
せ
ず
小
麦
粉
・

だ
ん
ご
の
粉
を
使
用
す
る
島
な
ら
で
は
の
「
よ
も
ぎ
餅
」
な
の
で
翌

日
ま
で
柔
ら
か
い
と
い
つ
も
好
評
で
す
。
10
月
の
「
姫
島
車
え
び
祭

り
」
に
も
出
品
し
ま
す
。
是
非
一
度
、
ご
賞
味
あ
れ
！

美
化
運
動
（
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
）

平
成
30
年
６
月
１
日
㈮
の
午
後
か
ら
例
年
実
施
し
て
い
る
豊
後
荻
駅
周
辺
の
花
植
え
を
、
地
元

の
中
学
生
（
竹
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
）
と
地
元
女
性
部
員
で
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
快
晴
で
、
絶
好
の
花
植
え
日
和
と
な
り
、
中
学
生
も
、
熟
練
の
女
性
部
員
か
ら
花
植

え
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
元
気
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

花
植
え
を
終
え
、
荻
町
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
周
辺
に
並
ん
だ
花
は
と
て
も
綺
麗
で
あ
り
、
町
内

の
方
や
観
光
客
等
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を

継
続
し
て
、
地
域
の
美
化
作
業
及
び

地
域
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
よ
う
に
、

女
性
部
員
一
同
取
り
組
み
ま
す
。

地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
（
野
津
原
町
商
工
会
）

大
分
市
野
津
原
地
区
に
あ
る
平
成
森
林
公
園
で
は
、
県
内
唯
一

の
「
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
」
並
び
に
「
の
つ
は
る
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
大
会
」
が
毎
年
３
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

参
加
者
は
、
大
分
県
内
は
も
と
よ
り
、
遠
く
は
関
西
や
西
日
本

各
地
か
ら
参
加
が
あ
り
、
ま
た
九
州
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
も
加

わ
っ
て
健
脚
を
競
い
ま
す
。

野
津
原
町
商
工
会
女
性
部
は
、
地
元
産
自
然
薯
を
使
用
し
た

「
自
然
薯
お
と
し
汁
」
を
出
店
し
ま
す
。

花植え作業

花植え後の集合写真

よもぎ餅を販売大会の様子

事例発表　後藤部長
（佐伯市番匠商工会）

アトラクション（由布市）

主張発表する小野恵子さん
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大
分
県
商
工
青
年
同
友
会

通
常
総
会
・
研
修
会

５
月
11
日
、
県
中
小
企
業
会
館
で
大
分
県
商
工
青
年
同
友
会
（
坂
本
光
広
会
長
）
が
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
の
事
業
、
収
支
決
算
、
平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算

が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
坂
本
会
長
か
ら
、
５
月
24
日

の
大
分
県
商
工
会
連
合
会
の
総
会
を
経
て
、
大
分
県
商
工
青
年
同
友
会
が
「
大
分
県
商
工
会
連
合

会
壮
青
年
部
」
へ
と
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
同
日
に
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
、
大
分
県
工
業
振
興
課　

課
長
補
佐　

足
立
竜
二
氏
に

よ
る
「
大
分
県
内
の
小
規
模
企
業
施
策
の
活
用
に
つ
い
て
」、
事
業
承
継
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
上

尾
光
邦
氏
に
よ
る
「
プ
ッ
シ
ュ
型
事
業
承
継
支
援
高
度
化
事
業
に
つ
い
て
」
の
二
講
演
が
行
わ

れ
、
受
講
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

☆
総
会
で
決
定
し
た
主
な
平
成
30
年
度
事
業
計
画

・
役
員
・
会
員
に
よ
る
会
員
加
入
運
動
の
推
進

・
研
修
会
開
催
（
年
２
回
）

・
県
青
年
部
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会

・
県
選
出
国
会
議
員
等
と
の
意
見
交
換
会
の
検
討

・
全
国
商
工
会
壮
青
年
部
連
合
会　

災
害
復
興
基
金
へ
の
協
力

酒
井
奨
大
氏（
玖
珠
町
）が
九
州
大
会
出
場
！

若
い
経
営
者
の
主
張
県
大
会

広
瀬
知
事
と
の
懇
談
会
を
同
日
開
催

大
分
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
大
内
直
樹
会

長
）
は
、
６
月
26
日
、
大
分
市
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

ホ
テ
ル
大
分
に
お
い
て
「
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・
若

い
経
営
者
の
主
張
県
大
会
」「
広
瀬
知
事
を
囲
む

商
工
会
青
年
部
懇
談
会
」
を
同
日
開
催
し
、
県
内

か
ら
１
５
０
人
を
超
え
る
青
年
部
員
が
集
ま
り
ま

し
た
。

主
張
発
表
大
会
で
は
、
県
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
の
４
人
が
熱
の
こ
も
っ
た
発
表
を
行
い
、
審
査

の
結
果
、
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
酒
井
奨
大
さ
ん

（
玖
珠
町
商
工
会
青
年
部
）
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
酒
井
氏
は
大
分
県
代
表
と
し
て
、
９
月

に
福
岡
県
の
ヒ
ル
ト
ン
福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク
で
開
催

す
る
九
州
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
当
日
は
多
数
の

参
加
、
力
強
い
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

知
事
と
の
懇
談
会
で
は
、
県
内
各
地
で
取
り
組
ん
だ
青
年
部
活
動
の
中
か
ら
、
中
津
市
し
も
げ

商
工
会
青
年
部
「
耶
馬
渓
ダ
ム
カ
レ
ー
の
開
発
」、
杵
築
市

商
工
会
青
年
部
「
着
物
が
似
合
う
歴
史
的
町
並
み
“
Ｋ
Ｉ
Ｔ

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
”
を
世
界
に
発
信
！
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
城
下
町
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
青
年
部

「
天
然
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
久
住
高
原
の
星
空
）
Ｐ
Ｒ
」
の

３
事
例
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

懇
談
会
の
中
で
、
地
方
創
生
の
担
い
手
で
あ
る
青
年
部
の

活
動
に
つ
い
て
、
広
瀬
知
事
か
ら
期
待
と
激
励
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
し
た
選
手
た
ち
か
ら
私
た
ち
の
「
自
然
薯
お
と
し
汁
」
を
食
べ
て
「
あ
～
美
味
し
い
」

「
芯
か
ら
温
ま
る
」
と
い
う
言
葉
を
も

ら
え
る
と
寒
さ
も
飛
ん
で
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
地
方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
事
業
が
採
択
さ
れ
、
試
作
中
の

野
津
原
特
産
の
柿
を
使
用
し
た
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
を
商
品
化
し
、
商
工
会
女
性

部
と
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。

自然薯おとし汁

野津原町商工会女性部
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つながる心　広がる未来

これからも地域とともに

http://www.oita-cgc.or.jp/

資金
調達

事業
承継経営

創業

中小企業・小規模事業者のみなさま
お気軽にご相談ください！

大分県商工会連合会主催　平成30年度課題別セミナー

小規模な町工場が実現した働き方改革
～ 全社員残業ゼロ・年収600万円以上の経営手法とは ～

人手不足が続く中で優秀な従業員の採用・定着には欠かせない働き方改革について、社員７名の小規模事業者

の町工場が「残業ゼロ」「全社員年収600万円以上」を成し遂げた経営手法を学び、今後の経営に活かしていただ

くことを目的に開催します。

講師には、働き方改革の実践例として、数々のメディアで紹介された株式会社吉原精工の会長　吉原博氏をお

迎えし、経営改革に取り組んだ背景や手法等についてご講演頂きます。

【日　　時】平成30年10月30日（火）　13：30～15：30※受付は13：00から

【場　　所】レンブラントホテル大分　３階瀬戸の間（大分市田室町９番20号）

【講　　師】株式会社吉原精工　会長　吉原　博�氏

【対 象 者】経営者・従業員等

【受 講 料】無料

【定　　員】50名（先着順）

【問合せ先】大分県商工会連合会　経営支援課　電話：097-534-9507

全国一斉の「個別労働紛争処理制度周知月間」の取組として、大分県労働委員会では、解雇、賃金未払い、

労働条件などの労使間トラブルについて、電話、来所での相談を無料でお受けします。秘密は厳守されます

ので、お気軽にご相談ください。

【労働委員会は、労使紛争を解決するための専門的な行政機関です。】

１�期　　　間� 平成30年10月１日（月）～10月７日（日）

２�受 付 時 間� 平　日　９時～20時（来所の受付は18：30まで）

� 土・日　９時～17時（来所の受付は16：00まで）

	 ※土・日曜日の来所の場合の出入り口は県庁舎本館裏玄関

３�相談の方法� ⑴電話相談　０９７－５３６－３６５０（相談専用ダイヤル）

� 　　　　　　０９７－５０６－５２５１・０９７－５０６－５２４１

� ⑵来所相談　大分県労働委員会事務局（大分県庁舎本館７階）

　なお、この期間以外でも、平日（９：00～17：00）であれば、随時労働相談を受け付けています。

『悩まず どんとこい労働相談』

お知らせ

➏



第
１
８
９
回

一
級
合
格
お
め
で
と
う

６
月
17
日
㈰
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

た
検
定
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
１
０
３
人
が
受
験
し
、
68
人

が
合
格
。
そ
の
中
で
満
点
合
格
者
８
人
、

１
級
合
格
者
は
１
人
で
し
た
。
難
関
で

あ
る
１
級
合
格
者
の
市
町
村
名
、
氏
名

等
を
写
真
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

1級合格おめでとう

国東市
国東市立安岐中央小学校 　６年生

小川　凛さん

お知らせ
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９
月
号
V
o
l.2
9
8

会　社　名：ライスアルバ株式会社
本社所在地：大分県大分市富士見ヶ丘西1丁目3番3号
工場所在地：大分県大分市大字野津原537-1
電　　　話：097-588-5055
Ｆ　Ａ　Ｘ：097-574-5071
Ｍ ａ ｉ ｌ：alba@oita.email.ne.jp
業　　　種：精穀・製粉業

手
成
型
で
で
き
る
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー

米
粉
パ
ン
を
可
能
に
し
た
米
粉

株
式
会
社
ラ
イ
ス
ア
ル
バ
は
、
平
成
21
年
６
月
に
創
業
し
、
平
成
23
年
４
月
に
大

分
市
野
津
原
に
米
粉
工
場
が
完
成
、
大
分
県
産
の
米
粉
を
中
心
と
し
た
製
造
、
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
日
本
に
お
い
て
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
患
者
は
急
増
し
て
お
り
、
国
民
の

10
人
に
１
人
は
何
ら
か
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
10
％
は
グ

ル
テ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
か
ら
「
米
粉
パ
ン
を
食
べ
た
い
」
と
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
米
粉
の
お
い
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
こ
で
「
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
人
で
も
お
い
し
い
パ
ン
を
食
べ
て
も
ら
い

た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
日
本
米
粉
ク
ッ
キ
ン
グ
協
会
代
表
理
事
の

大
塚
せ
つ
子
氏
、
田
ん
ぼ
の
パ
ン
工
房
「
虹
の
穂
」
松
下
氏
、
ラ
イ
ス
ア
ル
バ
㈱

が
、
自
由
に
成
型
で
き
る
大
分
県
産
の
お
米
を
使
用
し
た
米
粉
パ
ン
の
共
同
開
発
に

取
組
み
、
き
め
細
か
く
粉
砕
（
微
細
粉
32
ミ
ク
ロ
ン
）
し
、
で
ん
ぷ
ん
損
傷
を
抑
え

る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
米
粉
で
は
製
造
で
き
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
、
菓
子
パ

ン
、
総
菜
パ
ン
な
ど
を
製
造
で
き
る
米
粉
が
誕
生
し
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
パ
ン
工
房
「
虹
の
穂
」
で
は
、
30
種
類
以
上
の
１
０
０
％
米
粉
パ
ン
を

製
造
販
売
し
、
ネ
ッ
ト
販
売
で
は
、
楽
天
食
パ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
で
１
位
を
獲
得
し
た

ほ
か
、
米
粉
関
連
商
品
は
津
久
見
市
の
㈱
タ
イ
セ
イ
を
通
じ
全
国
へ
販
売
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
な
ど
の
一
流
ホ
テ
ル
に
も
採
用
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。現

在
で
は
、
大
分
県
学
校
給
食
会
を
通
じ
、
県
内
の
小
中
学
校
の
給
食
用
米
粉
パ

ン
と
し
て
納
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
方
、
持
た
な
い
方

に
関
わ
ら
ず
、
米
粉
を
使
用
し
た
食
品
の
お
い
し
さ
を
伝
え
、
な
お
一
層
の
米
粉
の

普
及
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
九
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
―
六
四
☎
〇
九
七
（
五
三
四
）
九
五
〇
七

▲担当者の足立貢さん


